

















無縁ではない。 メリメは 1830年に スタンダール宛の手紙で『赤と黒』につい
て許)
Il y a dans le caractere de Julien des traits atroces dont tout le monde sent
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la v6rit6, mais qui font horreuro Le but de l'art n'est pas de inontrer ce c6t6
de la nature humaine.(C.G.Volo l pp.83-84)
と言つている。また,晩年の1869年には, フロベールを,
La grande tendance est a chercher le petit en tout, a produire le bizarre au
lieu du beau. et le sale au lieu du naturele Lisez,〔.¨〕 le der ier roman de
l[. Flaubert, ot il y a partout du talent, mais qui,〔.¨〕s'est jet6 dans cette
mer d'iniquit6s。(C.G.Volo XIV p。69つ
と断 じ,ボー ドレール につ いては ,
Baudelaire 6tait fou! Il est mort a l'h6pital aprёs avoi  f it des vers .¨ qu





































グαηs ι'αηεルηπθ F″πεθ に載った リトグラフは, そのような趣味に視覚的
な満足を与えたのである。これと並行して,Alexandre LenOir,O Alexandre

















周知のごとくメリメが Lθ rんぁノγιごι Cιαtt GαχJを発表して好評を博した
のは De16cluzeのサロンにおいてであったし,前述の Vitetもギゾーもグロ
ーブ紙に寄稿していた。この時の人脈が歴史記念建造物総監督官メリメを生ん




















く, Arcisse de CaumOntの」
「
Js″οグrθ ごθZ'αだんJたε′α rθ″Jなグθπsθ θι πグJグ‐
″αグ″ もあった。この de Caumont宛の手紙の中には,メリメの古文化財保護
思想の出発点を示す言葉が見受けられる。 《Les r6parateurs sont peut一etre
















セより de CaumOnt ンこメリメは「訂う。(9)
J'ai demand6 que toutes les r6parations, projet6es pour les monuments his‐
toriques, fussent sounlises au cOnseil des batilnents civils avant d'etre mises
a ex6cution。(Co G.Volo I Pe 289)
le COnseil des Badments civils(公共建築評議会)はその建築家スタッフを



















が Eιαルs sαr ιas αr″sグαπり′π′″ と題して FlammariOn社から, また,
メリメと中世再認識
調査旅行記を Pierre一Marie AuzasがNοιθsル物 αg′Sとしてまとめ,メリ
メ没後百年を記念して Hachette社から刊行した現行版があるので,その概要
を知ることができる。
我々が本論次章以下検討する Essαグsπr J'αだんιJ“″″″ r′Jながθαsθ αα πのθπ
′gθ夕αrガεπJグarθπιη′θη F″αηεθ lまJosserand の解説ンこよると, la Soci6t6






旅行を済ませており,Nο″θs♂ππ υりαgθごαηs Jθ臨aJごθ Jα F″ηει(1835
年7月)と Nοたsグ'αη υのαダ 激zηs′0“′s″ ル ια F″ηει(1836年10月)を
発表している。⑫ この論文に,我々 は, メリメの中世美術, 特に中世宗教建築
に関する1837年の段階での基本的な考え方を見ることができるのである。
Ⅱ。中世建築の再評価 とメリメの合理主義
























































.¨certains d6tails, dans lesquels plusieurs antiquaires ont fait r6sider toute
la dif6rence entre le style byzantin et celui qui a succ6d6 et que l'on nomlne
∞mmun6ment gothique。(Essaio p.44)||











Je me Suis propos6 ... de montrer comlnent les deux styles, byzantin et
gothique, 。。。 se confondent pour ainsi dire insensiblement a leur pOint de
transition....1'art nouveau emprunta tous ses 616ments a l'art qui le pr6c6da,
et le changement d'un seul principe sumt pour d6guiser ces emprunts,
et pour for】mer d'une masse de lnat6riaux 6trangers un ensemble harmonieux
















て実際の直径よりも細 く見えるようになっており, ヴォール トはその細い柱の
上に辛 うじて差しかけてあるように見え,窓は大きくなり採光がよくなってい
て, 垂直線が強調されている。 このように全体として著しく異なった 印象を
見る者に与えながら,その細部において多くの共通性を持つのが, ロマネスク
様式とゴシック様式なのである。メリメは以上の説明のあと,《En un mot,
chaque trav6e, dans les deux styles, se compose des memes 616ments:































Pour nous, 1'ogive est un 616ment d'architecture applicable a plusieurs styles,




























ニノogive remёd  a tout, en permettant a la fOis de reproduire des courbes
















も,我々 の 目に もつきやすく,また実際に効果的に機能 しているのが飛梁
arc―boutantである。それと控壁 contrefortについては,メリメも次のように
言及している。
..。 pour soutenir en l'air des votttes a une prOdigieusc hauteur, on dut
augmenter successivement les contreforts; il fallut 6tayer de tous c6t6s, par
des arcs一boutants,ces masses pyra]midiales。… (Essa .p.54)
しかしながらメリメは,この飛梁や控壁を必要なものではあるが教会堂の外観














■メart gothique parut avec un systёme nouveau: il choisit dans l'architecture
romane, s'appropria les 616ments d6ja en usage et les perfectionna tous; il
sut composer un ensemble de ces 616ments et l'on ettt dit qu'il les transformait























係, 逆に, 文学的・ ロマン主義的中世解釈で あるいわゆる廃墟の詩学との関
係,中世建築の合理主義的解釈と文化財の保護修復という現実的な問題との関













gιπιγαJι,edo Mo Parturier,P.Josserand,J.lLIIallion,Volso I一VI,Paris,Lc
Divan,1941-7;edo Mo Parturier,Vols.VII一XVII,Toulousc,Privat,1953-64.
からとする (以下 Co G.と略記し,その巻とページを本文中に記す)。
(2)本論におけるメリメのこの論文からのワ1用はすべて Prosper M6rim6e:Eι%αιs
82 メリメと中世再認識
s%γ ノθs αγιs α% 協レθノ′% agθ, avertisserrlent de Pierre Josserand, Paris,
Flammarion,1967.に収録 されたものからとする (以下 Essai。と略記しそのペ
ージを本文中に記す)。 なお,河出書房新社刊行のメリメ全集6に, 藤本康雄氏に




ついて「は Prosper M6riln6e: ハb′ιsグιT/οノαgιS, pr6sent6es par Pierre―PI ie
Auzas,Paris,Hachette,1971に編者が Pr6faceとして付した くProsper M6ri‐
m6e lnspecteur g6n6ral des Monuments historiques de France〉なども参照
した。
Alexandre Lenoirは中世の美術品を蒐集保管した le d6p6t des Petits―Augus‐
tinsのGarde g6n6alとして中世美術の保存に貢献した (Paul L6onの前掲書
pp.68-73参照)。 Robert Bachetは, メリメの父が secr6taireであった時に
L'Ecole des Beaux―Artsがcouvent des Petits一Augus insに移転したことに
解れて, この中世美術博物館の雰囲気が若いメリメに影響を与えただろうと言つて







メ リメ の 伝 記 的 事 実 に 関 して は,Auzas,Bachet等の 前 掲 書 の 他 に,Pierre
Trahard:二α ノιπ∽θSSθグι P,′οs夕θ夕′几fιγづπιι,Paris,Champion,1925;Pγοs夕ιγ
几グιγづ夕γzιθ αθ ゴ∂Jイ a F∂J5, Paris, Champion, 1928; Paul ]L6on: 几イιγづ, oι ιι
sO%ιθπ夕s,Paris,Presses Universitaires de France,1962;Jean Freusti6:
PγοS夕θγ ν ιγづπιθ (ゴ∂θJ一ゴ∂7θ),Hachette,1982;Jean Autin:P,′οs夕θγ ν ι
'′
づ‐
夕γzιθ ιεγづυαづπ, αγελιοノοgeιθ, 乃ο,η,,2ι ク0んιづgγι, Paris, Librairie Acad6rnique
Perrin,1983。等を参照した。
この年から歴史記念建造物総監督官が誕生するまでの間は,メリメが後年「《grand
vaurien》であった時」と回想する時期である (Lettre a Jenny Dacquin,C.G.
Vol.HI P。207参照)。 なおメリメが最初に得た官職は chef du bureau du
Secr6tariat g6nttal de la Marine で凌)る。
このような内面の安定とメリメの文学との関連については,梶野吉郎氏の興味深い
論文がある (Kichir6 Kajino: 二α ε,′ια″づοη θttιz S′θ
“
αttαJ θι θttιz Pγοsクιγ
几グιγづπ ιθ, Tokyo, JiritSu一shobo, 1980 の 中 の 〈Chapitre prerrlier:Avant la










l10 このあたりのことは,Paul L6on:ν′γづ%ιθ θJ sο%ιθ%夕s(前掲書)pe 290によ
る。
llD ただ,Paul L6onの前掲書など 研究書によってその槻要をまとめることは考え
ている。
lla1837年はメリメが 二α ttπ%sα'∬J′ι発表した年であり, この小説の語り手である
考古学者に調査旅行中のメリメの姿を見ることができるであろう。
Prosper M6riin6e:ffθπγづ」Bθノ″θ一NοιθS θ″Sο%υθ%グγs―, in Pογιγα夕s 乃グsιθγづg%ιs
θι正ガ′′ιιγαι%γθs,Paris,Calmann―L6vy,p。186参照。
Lettre a Adrien de JusSieu,Ce Ge Vole p。315参照。
『メリメ全集 6』 河出書房新社,昭和54年,p。529.
引用文中メリメは style byzantinと言っているが, これは藤本康雄氏の註にもあ
るように (『全集 6』 p.452)ロマネスク様式を指している。当時すでにromanが




年1月号 (Ⅱ);3+4月号 (Ⅲ);5月号 (Ⅳ)。 鈴木博之 :「ヴィオン1ル・
ク」(『建築の世紀末』晶文社,1977年,pp・107-128)。
α⑧ 飯田喜四郎 :「ゴシック建築の構造と空間」 (『世界の建築, ゴシック』,学習研究
71L, 1982生F) pp. 99-100。




ョン:『ロマネスクー 西欧の芸術 1』 鹿島出版会,昭和45年;同;『ゴシックー 西欧
の芸術 2』 昭和47年,に付けられた術語解説の「横圧力」の項)その他,阿部良雄
氏の前掲書の連載 I,pp。232にある 註13にも推力についての言及がある。
一―関西学院大学非常勤講師一―
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